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恒 心

★
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
8
ヶ
月
が
経

過
し
た
。
ま
だ
東
北
地
方
に
雪
が
降
っ
て
い

る
時
で
あ
っ
た
が
、
あ
れ
か
ら
春
、
夏
、
秋

が
過
ぎ
、間
も
な
く
冬
を
迎
え
る
季
節
と
な
っ

て
来
た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
被
災
地

は
政
府
の
復
旧
、
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
遅
く
、
い
ら
立

ち
の
気
持
ち
が
募
っ
て
来
て
い
る
。
★
と
り
わ
け
、
津
波

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
莫
大
な
量
の
ガ
レ
キ
は
ほ
と
ん
ど

処
分
が
な
さ
れ
ず
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。

震
災
直
後
、
全
国
の
500
以
上
の
自
治
体
が
、
ガ
レ
キ
処
分

に
協
力
し
た
い
と
申
し
出
た
が
、
東
電
の
福
島
原
発
事
故

の
影
響
で
、
辞
退
が
相
次
い
で
い
る
。
仙
台
市
の
よ
う
な

大
都
市
で
あ
れ
ば
、
独
自
で
処
分
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
市
町
村
で
は
、
能
力
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。

★
小
さ
い
自
治
体
で
は
事
務
組
合
を
結
成
、
共
同
で
ゴ
ミ

処
分
場
を
運
営
し
て
い
る
。
ガ
レ
キ
処
分
を
協
力
し
た
い

自
治
体
が
あ
っ
て
も
、
共
同
で
運
営
し
て
い
る
市
町
村
の

中
に
反
対
が
あ
っ
て
、
意
見
が
一
致
せ
ず
、
上
手
く
い
か
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
★
さ
ら
に
困
っ
た
こ
と
に
、
地
元

で
な
い
プ
ロ
の
運
動
家
が
役
所
に
反
対
の
電
話
を
し
た
り
、

地
元
に
入
っ
て
、
子
ど
も
を
持
つ
親
に
こ
と
さ
ら
不
安
感
を

煽
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
有
権
者
で
あ
る
親
か
ら
反
対
、
反

対
と
叫
ば
れ
た
ら
、
市
長
村
長
は
協
力
し
た
く
て
も
出
来

な
く
な
る
。
★
現
状
を
見
か
ね
て
、
東
京
都
が
名
乗
り
を

上
げ
、
先
日
30
ト
ン
の
ガ
レ
キ
が
宮
古
市
か
ら
東
京
に
到

着
し
た
。
東
京
都
に
は
反
対
の
声
が
殺
到
し
た
ら
し
い
が
、

石
原
知
事
は
一
蹴
、「
困
っ
て
い
る
時
に
、
力
の
あ
る
自
治

体
が
助
け
る
の
は
当
た
り
前
」
と
今
後
も
協
力
す
る
と
断

言
し
た
。
震
災
後
、
日
本
人
は
秩
序
正
し
い
、
略
奪
も
起

き
な
い
、
助
け
合
い
の
気
持
ち
は
素
晴
ら
し
い
と
称
賛
さ

れ
た
が
、
ガ
レ
キ
処
分
へ
の
協
力
を
見
る
限
り
、
少
し
怪

し
い
気
が
す
る
。
石
原
知
事
の
決
断
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

10
月
20
日
、
第
179
回
国
会
が
開
か
れ
た
。
今
国
会
の
大
き
な
政
治

課
題
は
、
東
日
本
被
災
地
復
興
の
た
め
の
第
3
次
補
正
予
算
の
成
立
で

あ
る
。
28
日
に
衆
参
本
会
議
場
で
野
田
首
相
、
安
住
財
務
相
の
所
信
表

明
が
あ
っ
た
。
野
田
首
相
は
代
表
選
挙
で
の
堂
々
た
る
話
し
ぶ
り
と
は

打
っ
て
代
わ
っ
て
、
個
性
も
特
色
も
な
い
官
僚
の
作
文
の
棒
読
み
に
終

始
し
た
。
そ
の
後
の
各
党
代
表
に
よ
る
質
問
で
も
、
役
人
が
用
意
し
た

答
弁
書
を
読
む
だ
け
で
、
政
治
家
野
田
佳
彦
の
思
い
が
全
く
伝
わ
っ
て

こ
な
か
っ
た
。
国
民
も
そ
の
辺
は
敏
感
に
感
じ
て
い
る
の
か
、
最
近
の

世
論
調
査
で
も
首
相
の
指
導
性
、
決
断
力
が
乏
し
い
と
答
え
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
比
較
的
高
い
支
持
率
で
ス
タ
ー
ト
し
た
野
田
内
閣
も
、
こ

こ
に
来
て
、
支
持
率
50
％
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
補
正
予
算
の
審
議
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
交
渉
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
、
普
天
間
問
題
、
難
問

山
積
で
あ

る
。
優
柔
不

断
は
許
さ
れ

な
い
。
人
が

よ
い
だ
け
で

は
一
国
の
指

導
者
は
務
ま

ら
な
い
。
首

相
と
し
て
イ

エ
ス
、
ノ
ー

を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

野
田
民
主
党

内
閣
は
早
く

も
正
念
場
を

迎
え
て
い
る
。

官
僚
の
作
文
を
棒
読
み
す
る
野
田
首
相

代表質問に立つ溝手参議院自民党幹事長
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議
員
か
ら
出
さ
れ
た
参
加
へ
の
賛
否
の
声

TPPについて自民党としての
意見を取りまとめた総務会

郵
政
民
営
化
の
時
と
同
じ
熱
い
雰
囲
気

TPP参加を巡り議論百出
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）が
、
大
き
な
政
治
問
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
与
党
民
主
党
は
連
日
、
経
済
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
交
渉
参
加
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
た

が
、
慎
重
派
、
推
進
派
の
双
方
と
も
譲
ら
ず
、
11
月
11
日
、
最
終

的
に
野
田
総
理
の
決
断
に
よ
っ
て
、
ハ
ワ
イ
で
開
か
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
で
交
渉
参
加
を
表
明
し
た
。
民
主
党
の
一
部
に
は
、
離
党
し
、

野
党
と
共
闘
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻
止
す
る
動
き
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
小
選
挙
区
制
度
の
下
、
政
府
の
方
針
に
反
対
す
れ
ば
次
回

の
選
挙
で
公
認
を
外
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
。
政
治
生
命
を
掛
け

て
最
後
ま
で
反
対
で
き
る
議
員
が
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
一

方
、
野
党
の
自
民
党
で
は
党
外
交
・
経
済
連
携
調
査
会（
会
長
・

高
村
正
彦
衆
議
院
議
員
）、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

検
討
小
委
員
会（
委
員
長
・
林
芳
正
参
議
院
議
員
）合
同
会
議
を
11

月
4
日
に
開
き
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
交
渉
参
加
表
明
に
は
反
対
で
あ

る
と
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
。
当
日
は
多
く
の
議
員
が
参
加
、

な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
農
業
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
る
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の

ル
ー
ル
を
押
し
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
等
、
大
変
厳
し
い

意
見
が
出
さ
れ
た
。
小
泉
内
閣
が
進
め
た
郵
政
民
営
化
の
時
も

連
日
、
各
議
員
が
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
発
言
し
て
い
た
が
、
今

回
も
そ
の
と
き
と
同
じ

よ
う
な
熱
気
に
満
ち
た

雰
囲
気
だ
っ
た
。
11
月

8
日
、
自
民
党
総
務
会

で
、
高
村
正
彦
、
林
芳

正
両
氏
が
中
心
に
な
っ

て
取
り
ま
と
め
た
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
考
え

方
」
を
了
承
し
た
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
マ
イ
ナ
ス
を
も
っ
と
強
調
す
べ
き
だ
。
●

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
安
い
農
産
物
の
輸
入

で
食
糧
自
給
率
が
低
下
す
る
。
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら

押
し
付
け
ら
れ
た
。
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

国
民
に
も
っ
と
危
機
感
を
訴
え
な
い
と
い
け
な
い
。
●
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
し
て
も
何
も
得
ら
れ
な
い
。
●
民
主
党
に
参
加

交
渉
す
る
資
格
も
能
力
も
な
い
。
●
平
成
の
開
国
と
い
う

が
、
日
本
は
関
税
率
も
低
く
、
既
に
開
国
し
て
い
る
。
●
米

国
と
対
等
の
立
場
を
維
持
す
る
た
め
に
も
日
本
の
防
衛
力

を
維
持
す
べ
き
だ
。
●
農
産
物
は
自
由
貿
易
に
な
じ
ま
な

い
。
●
例
外
な
き
関
税
ゼ
ロ
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
る
。

●
情
報
、
説
明
不
足
で
国
民
は
良
く
分
っ
て
い
な
い
、
拙
速

は
避
け
る
べ
き
。
●
大
店
法
導
入
で
全
国
の
商
店
街
が
つ
ぶ

れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
同
じ
運
命
に
陥
る
。
●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る

自
民
党
の
態
度
が
明
確
で
な
い
。
断
固
反
対
と
主
張
す
べ
き

だ
。
●
ア
メ
リ
カ
の
外
圧
に
よ
っ
て
日
本
の
国
の
形
を
変
え

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
●
今
参
加
の
判
断
を
す
べ
き
で

な
い
が
、
自
民
党
な
ら
自
由
貿
易
体
制
を
こ
う
す
る
と
い
う

方
針
を
示
す
べ
き
だ
。

☆
賛
成
の
意
見

☆
反
対
の
意
見

○
日
本
企
業
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
戦
略
、
戦
術
を
立
て

る
べ
き
。
○
直
接
支
払
い
で
農
業
を
保
護
す
る
に
し
て

も
、
そ
の
財
源
を
ど
こ
で
稼
ぐ
の
か
。
○
日
本
の
ビ
ジ
ネ

ス
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
場
を
作
っ
て
や
る
必
要
が
あ

る
。
○
今
の
状
態
で
は
多
く
の
企
業
が
日
本
か
ら
外
国
へ

逃
げ
て
し
ま
う
。
○
野
田
首
相
は
も
っ
と
早
く
参
加
表
明

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
断
固
反
対
を
す
べ
き
で
な
い
。
○

自
民
党
は
自
由
貿
易
体
制
に
反
対
し
て
い
る
と
い
う
印
象

を
与
え
る
べ
き
で
な
い
。

◆政府・与党では、昨年秋に菅総理が唐突に「平
成の開国」のスローガンのもと、交渉参加を
打ち出した。また、野田政権においても、今
月12日からのAPECを目前に政府・与党は大
慌てで意見集約に努めているが、明らかに前の
めりの感がある。現時点でも交渉で協議されて
いる事項が何なのか、わが国のメリット・デメ
リット・リスクが何か、いかなる対策を検討し
ているのかが、国民に示されないままである。

◆TPPについては、政府内の各省の試算がバラ
バラであることや、政府が正確な情報を出さな
いため、国民的議論が全く熟していない段階で
ある。特に「聖域なき関税ゼロ」が前提である
とされているにもかかわらず、これにどう対応
するのか不明確である。現段階では、政府の情
報収集および国民に対する説明は決定的に不足
している。

◆このような状況下では、APECにおいて交渉参
加の表明をすることには反対である。

◆わが党は自由貿易の推進を対外通商政策の柱と
し、様々なEPA/FTA、地域協定のメリット、
デメリットを検討し、メリットの大きなものに
ついては積極的に推進すると共に、これによっ
て打撃を受ける分野については必要な国境措置
を維持し、かつ万全な国内経済・地域対策を講
じてきた。今後とも、この考え方のもと、外交・
経済連携調査会でわが国のとるべき戦略につい
て精力的に構築していく。

TPPについての考え方
平成23年11月8日 自由民主党
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高浜原子力発電所3号機発電機の前で

喜撰山ダムで説明を受ける二ノ湯議員

今後のエネルギーのあり方を考える
関
西
電
力
管
内
の
発
電
所
を
視
察

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
電
福
島
第
1

原
子
力
発
電
所
事
故
以
来
、
反
原
発
、
脱

原
発
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
政
府
も
原

子
力
へ
の
依
存
を
少
な
く
し
、
将
来
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る
方

針
を
固
め
て
い
る
が
、
今
す
ぐ
全
て
の
原

子
力
発
電
所
を
稼
働
停
止
を
す
れ
ば
、
現

在
の
国
民
の
高
い
生
活
水
準
、
経
済
活

動
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
も
事

実
で
あ
る
。
原
子
力
が
悪
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
善
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
子

力
に
と
っ
て
代
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
マ
ス

コ
ミ
や
一
部
の
学
者
が
宣
伝
し
、
国
民
は

そ
れ
を
信
じ
て
い
る
が
、
現
実
は
そ
う
甘

く
な
い
。
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ

オ
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
総
発
電
量

の
僅
か
1
％
に
す
ぎ
な
い
。
好
き
嫌
い
は

別
に
し
て
、
当
面
は
原
子
力
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
原
子
力
の
安

全
性
を
よ
り
高
め
、
万
が
一
の
事
故
に
備

え
る
体
制
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
西
電
力
は
11
基
の
原
子
力
発
電
所
を
持

ち
、
総
発
電
量
の
50
％
近
く
を
原
子
力
に

依
存
し
て
い
る
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
今
国

会
で
経
済
産
業
委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
所
管
事

項
で
あ
る
。
先
ず
関
西
電
力
管
内
の
発
電

の
実
態
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
11
月
9
、
10
日
の
両
日
、
宇
治
市
の

喜
撰
山
発
電
所
、
京
都
市
の
蹴
上
発
電
所
、

福
井
県
高
浜
町
の
高
浜
原
子
力
発
電
所
、
舞
鶴

市
の
火
力
発
電
所
を
視
察
し
た
。

今
年
の
夏
、
東
京
、
関
西
電
力
管
内
で
電
力

不
足
が
心
配
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
盛
ん
に
言
わ

れ
た
の
が
揚
水
発
電
所
の
利
用
。
電
力
使
用
が

少
な
い
夜
間
に
、
下
の
ダ
ム（
喜
撰
山
は
宇
治

川
）か
ら
上
の
方
の
ダ
ム
に
水
を
く
み
上
げ
、
電

力
需
要
の
多
い
昼
間
の
ピ
ー
ク
時
に
、
上
部
ダ

ム
の
水
を
使
っ
て
、
1
日
5
〜
6
時
間
発
電
す

る
。
電
力
不
足
を
補
う
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
の
役

割
を
す
る
。
喜
撰
山
発
電
所
は
昭
和
45
年
に
建

設
さ
れ
た
。
山
を
く
り
抜
い
た
15
階
建
の
ビ
ル

に
相
当
す
る
発
電
所
か
ら
の
発
電
量
は
46.6
万
Ｋ

Ｗ
で
あ
る
。

東
京
へ
都
が
移
り
、
京
都
は
さ
び
れ
た
町
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
先
人
が
京
都
復
興

の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
が
、
最
大
の
事
業
は

琵
琶
湖
か
ら
京
都
ま
で
水
を
引
い
て
く
る
琵
琶

湖
疏
水
の
開か

い

鑿さ
く
で
あ
る
。
当
初
、
疏
水
は
物
の

運
搬
、
水
車
の
動
力
源
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、
当
時
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
ア
ス
ペ
ン

で
水
力
発
電
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

蹴
上
で
水
力
発
電
を
導
入
、
明
治
24
年
、
京
都

市
直
営
で
電
力
事
業
を
始
め
、
京
都
の
近
代
化

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
現
在
、
3
千
Ｋ

Ｗ
を
発
電
し
て
い
る
。

日
本
の
電
力
の
約
30
％
近
く
原
子
力
に
依
存

し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
若
狭
湾
沿
岸
の

美
浜
、
高
浜
、
大
飯
の
3
ヶ
所
に
11
基
の
関
西

電
力
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
。
兵
庫
県
選
出

の
末
松
信
介
参
議
院
議
員
と
一
緒
に
高
浜
発
電

所
を
訪
ね
た
。
入
場
に
は
、
厳
重
な
検
査
が
実

施
さ
れ
る
。
国
会
議
員
で
も
、
身
分
証
の
提
示
、

ボ
デ
イ
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
高

浜
に
は
4
つ
の
発
電
機
が
あ
り
、
関
電
の
電
力

量
の
約
20
％
を
発
電
、
京
都
府
の
真
夏
の
ピ
ー

ク
時
の
電
力
を
全
て
賄
え
る
。
し
か
し
、
原
発

は
13
ヶ
月
に
一
度
、
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
1
、
4
号
機
が
検
査
中
で
あ
り
、

2
号
機
は
11
月
、
3
号
機
は
来
年
2
月
に
定
期

検
査
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
福
島
事
故

の
教
訓
を
生
か
し
、
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
入
念
な
定
期
検
査
、
さ
ら
に
よ
り
安
全

性
を
高
め
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
が
導
入

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
今
の
反
原
発
、
脱
原
発
の

世
論
の
中
で
、
地
元
自
治
体
の
同
意
が
得
る
の

は
非
常
に
難
し
い
。
同
意
が
な
け
れ
ば
再
稼
動

が
出
来
な
く
な
り
、
来
年
2
月
に
は
、
高
浜
の

原
発
は
全
て
稼
動
が
停
止
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

関
西
の
電
力
事
情
は
非
常
に
深
刻
で
あ
る
。
ま

た
、
高
浜
発
電
所
に
は
常
時
2
〜
3
千
人
が
働

い
て
お
り
、
雇
用
の
面
で
、
地
元
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
る
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
確
保

す
る
の
か
、
国
民
み
ん
な
が
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

地
球
温
暖
化
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
時
、
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
2
を
発
生
す
る
と
い

う
こ
と
で
多
く
の
火
力
発
電
所
の
稼
動
が
停

止
さ
れ
た
。
だ
が
、
原
発
事
故
以
来
、
急
遽
点

検
整
備
し
て
、
再
び
稼
動
す
る
動
き
が
で
て
き

て
い
る
。
舞
鶴
発
電
所
に
は
90
万
Ｋ
Ｗ
の
発
電

機
が
2
台
あ
る
。
180
万
Ｋ
Ｗ
の
発
電
量
で
、
原

発
2
基
分
、
約
400
万
戸
の
家
庭
の
電
気
を
賄

え
る
。
発
電
の
燃
料
は
石
炭
。
年
間
消
費
量

は
400
万
ト
ン
。
約
60
％
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

20
％
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

24
時
間
稼
動
で
、
常
時
関
電
職
員
125
人
、
協
力

会
社
300
人
が
3
交
代
制
で
働
い
て
お
り
、
定
期

検
査
時
に
は
6
〜
8
百
人
が
働
く
。
地
元
出
身

が
約
50
％
近
く
に
達
し
て
お
り
、
舞
鶴
火
力
発

電
所
は
地
元
雇
用
に
、
大
き
な
貢
献
を
し
て
い

る
。

❖
⑴
喜
撰
山
発
電
所

❖
⑵
蹴
上
発
電
所

❖
⑶
高
浜
原
子
力
発
電
所

❖
⑷
舞
鶴
火
力
発
電
所
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二
ノ
湯
議
員
、
自
民
党
総
務

常
任
委
員
会
は
経
済
産
業
委
員
に

一
、
世
界
の
人
口
が
70
億
人
に
な
っ
た
。
1960
年

代
か
ら
ほ
ぼ
2
倍
の
増
加
率
で
あ
る
。
地
球
上

に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
口
が
生
存
で
き
る
の
か
知

ら
な
い
が
、
こ
の
調
子
で
人
口
が
増
え
れ
ば
、

今
世
紀
末
に
は
深
刻
な
食
糧
難
に
直
面
し
、
食

糧
争
奪
戦
争
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

一
、
西
岡
参
議
院
議
長
が
亡
く
な
っ
た
。
民
主

党
所
属
で
あ
っ
た
が
、
菅
前
総
理
に
は
か
な
り

批
判
的
で
あ
っ
た
。
1
ヶ
月
前
、
西
岡
事
務
所

か
ら
私
の
携
帯
番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
と
連
絡

が
あ
っ
た
。
私
に
何
の
用
事
が
あ
っ
た
の
か
、

今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
。

一
、
橋
下
知
事
の
大
阪
市
長
選
へ
の
ク
ラ
替
え

立
候
補
に
よ
っ
て
、
大
阪
は
知
事
、
市
長
選
の

ダ
ブ
ル
選
挙
と
な
る
。
橋
下
氏
が
知
事
の
座
を

擲な
げ
う

っ
て
、
何
故
市
長
選
に
挑
戦
す
る
の
か
。
多

く
の
有
権
者
は
わ
か
ら
な
い
。
選
挙
を
通
じ
て
、

府
県
と
政
令
市
の
あ
り
方
を
考
え
て
欲
し
い
。

一
、
先
月
は
偶
然
が
重
な
っ
た
。
神
田
の
古
本

ま
つ
り
で
「
先
生
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
20
年
前

に
仲
人
を
務
め
た
人
。
植
物
園
の
式
典
に
参
加

し
、
帰
り
際
に
、「
西
京
高
校
出
身
の
土
肥
で

す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
な
ん
と
最
も
親
し

か
っ
た
友
人
で
35
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。

一
、
第
3
次
補
正
予
算
の
財
源
と
し
て
た
ば
こ

の
値
上
げ
が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
。
健
康
増

進
と
言
う
美
名
の
下
、
財
源
確
保
の
た
め
、
た

ば
こ
の
値
上
げ
が
先
ず
狙
わ
れ
る
。
今
回
は
3

党
の
合
意
に
よ
っ
て
た
ば
こ
増
税
が
見
送
ら
れ

た
。
世
の
愛
煙
家
は
ほ
っ
と
一
息
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い

「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

自
民
党
は
10
月
下
旬
、
党
役
員
及
び
国
会

の
委
員
長
人
事
を
行
な
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員

は
文
教
科
学
委
員
長
を
辞
任
、
常
任
委
員
会

で
は
「
経
済
産
業
委
員
会
」、「
決
算
委
員
会
」

に
、
特
別
委
員
会
で
は
「
消
費
者
問
題
に
関
す

る
特
別
委
員
会
」
の
筆
頭
理
事
に
就
任
し
た
。

党
の
方
で
は
、
総
務
に
指
名
さ
れ
た
。
25
名
の

総
務
で
構
成
さ
れ
る
総
務
会
は
、
党
の
運
営
及

び
国
会
活
動
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
決
定

す
る
。
参
議
院
議
員
か
ら
は
8
名
が
選
出
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
組
織
運
動
本
部（
菅
義
偉
本

部
長
）の
副
本
部
長
と
し
て
、
党
の
地
方
組
織

と
党
本
部
と
の
連
絡
調
整
、
友
好
団
体
と
の
交

流
・
対
話
の
拡
大
を
促
進
し
、
次
期
衆
議
院
総

選
挙
へ
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
併
せ

て
総
務
部
会
の
副
部
会
長
を
務
め
る
。

「日本真生塾」　第14回・第15回例会のお知らせ

平成23年12月19日㈪　18時～21時
平成23年11月28日㈪　18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。

TEL：050－7544－4018　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp

内容・年会費など詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

※12月は忘年会を開催します。詳細はホームページでお知らせします。

TEL 075-862-1355　FAX 075-862-1350

二ノ湯しんじ後援会
歩こう会 のご案内

★歴史探訪と健康づくり★
日　　時：11月23日（水・祝）　＊小雨決行
集合時刻：午前9時（時間厳守）
集合場所：地下鉄国際会館駅4─1番出口
☆今回は、深まりゆく秋の赤山禅院、曼殊院などを巡ります。
　古都の紅葉をお楽しみください。
詳細は、二ノ湯しんじ後援会発行の案内をご覧ください。

お問合せ先
京都府議会議員　二ノ湯しんじ事務所
〒616-8167　京都市右京区太秦多薮町44-1

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第25回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成24年1月9日（月・祝）
◇昼食場所　鳥羽『戸田家』
◇会　　費　8,000円
◇申込締切日　平成23年12月15日㈭

京都府議会議員　二ノ湯しんじ
出版記念パーティーのご案内

日　時　：　11月24日㈭
　一部　：　17：00より　講演・討論会
　二部　：　18：40より　懇親会（立食形式）
会　場　：　京都全日空ホテル　2階
会　費　：　8,000円（書籍1冊含む）

※この催物は、政治資金規制法第八条の二に規定する政治資金パーティーです

『日本復活の政治論　─信じて和する─』
定価1,400円（総合法令出版）

京都府議会議員二ノ湯しんじ事務所お申込み先
お問い合せ先 〒616-8167　京都市右京区太秦多薮町44-1

TEL 075-862-1355　FAX 075-862-1350


